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本研究は､保育内容の指導法における、模擬保育とその振り返りの授業実践を通じて、

保育者、子ども役、観察・評定者の３つの視点から、学生がどのようなことを学ぶのか、

また、学ぶ内容の質的な違いを検討することを目的とした。授業実践の結果、班で保育

を行うことによる学びは、チームとして共同・協力することの意義や、予想外のことへ

の対処やそれに対処できるような事前準備の重要性への気づきであった。子ども役を行

うことでは、子どもの発達状況を理解しておくことの重要性と自らがそれを理解してい

ないことへの気づき、加えて、子どもの視点や立場からの保育者の言動や保育環境の解

釈をすることが促された。また、保育を観察・評定をすることで、具体的な保育の方法

や技術の獲得や、他班の良い点々改善点を自分達の学びに活かすという保育を改善する

視点が促された。　これらのことが、教職課程コアカリキュラムの保育内容の指導法にお

ける目標との関連性から考察された。

問題と目的

2017 年に教職課程コアカリキュラム（文部科学省、2017) が策定され、大学の教職課

程で修得させるべき内容や目標が明示された。幼稚園教諭養成課程における、保育内容

の指導法に関する科目においては、全体目標としで 主体的・対話的で深い学びが実現

する過程を踏まえて具体的な指導場面を想定して保育を構想する方法を身に付ける”こ

とが掲げられた。また、この全体目標を実現する到達目標のうちの１つとして、“模擬保

育とその振り返りを通して保育を改善する視点を身に付けている”という目標かおり、

“模擬保育とその振り返り”という、具体的な授業方法についても言及されることとなっ

た。

本研究の目的は、保育内容の指導法の授業における、模擬保育とその振り返りについ

ての方法論の構築という観点から、模擬保育を行うことによる学生の学びの内容を明ら

かにすることである。模擬保育を行うことで、上述したコアカリキュラムで掲げられた

“主体的・対話的で深い学び”が、実現できるのか、また、“保育を改善する視点を身に

付ける”ことが可能となるのか等、その学びの内容や効果を授業実践において具体的に

検証しておく必要かおるだろう。

大学や短大の保育者養成課程で行われている模擬保育の概要や形態については、おお

よそ以下のようである。阿部（2016）によると、模擬保育は教育実習や保育内容、教職
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実践演習等の授業の一環として行われ、保育時間としては、短いものでは ８分、標準的

な長さとして15 分から20 分、長い ものでは30 分となっている。また、グループで活動

を行うのが一般的であり、グループの人数は、少ないものでは4 ～5 名（例えば、上村、

2010 ； 高原・瀧・矢野、2016) 、多い ものでは8 ～10 名程度（例えば、田爪・小泉、2006 ；

笠原・吉川、2017) である。模擬保育を行 う相手としては、学生が子ども役になる場合

と、実際の幼児を相手とする場合かおるが、多くの場合は、学生が保育者役と子ども役

の両方を行っている。また、一連の活動において、模擬保育の前には指導案作成、保育

後にはグループや個人での評定や振り返りが行われることが一般的である。

模擬保育の方法論やその効果についての従来の研究には、保育者となった学生の学び

や省察に焦点をあてだもの（坂本、2015 ； 坂本・田中、2015 ； 田爪・小泉、2006 ； 上村、

2010）や、保育の観察者としての学びに焦点をあてだもの（池田、2013 ； 畑・池上・上

田・種子田、2017) かおる。いずれの研究においても、模擬保育を通して学生の様々な

学びや省察が促されることが明らかにされており、例えば、坂本(2015) は保育者とな

るこ とによる気づきとして、臨機応変であることや事前準備の大切さ等をあげている。

また、畑他（2017 ）は、観察者になるこ とによって、保育の導入の工夫や準備物、時間

配分等について具体的にイメージができるようになることを明らかにしている。

上述したように、模擬保育では学生が子ども役をやることが一般的であるが、保育者

役と子ども役、または保育の観察者といった、複数の視点からの学びが検討されている

研究も行われている（高原・小川・瀧・矢野・下釜、2014 ； 高原他、2016 ； 笠原・吉川、

2017)。これらの研究は、保育者としての視点に加えて、子ども役等の視点からも省察を

行わせており、例えば、高原他(2014) は子ども役用の振り返りシートを用いて、保育

内容の評定や、保育者役に対して感じたこと等の自由記述を行わせている。また、保育

者役と観察者の両方の視点からの学びを検討している笠原・吉川（2017 ）は、学生の学

びの様々なエピソード事例を明らかにしている。

しかし、これらの研究には、保育者、子ども役、観察者のそれぞれを行うことで学生

が何を学ぶのかが明確に示されていないとい う問題点かおる。例えば、高原他(2014)

では、子ども役からみた保育者についての評価が中心に検討されており、子ども役を行

うことによる学生の学びについては検討されていない。また、笠原・吉川（2017 ）では、

保育者と観察者の両方の体験について省察させているが、保育者としての学びと観察者

としての学びの具体的内容やその違いについては分析されていない。

従って本研究では、模擬保育とその振り返りの実践を通じて、保育者、子ども役、観

察・評定者の ３つの視点から、学生がどのようなことを学ぶのか、学ぶ内容に質的な違

いを検討することを目的とする。保育者、子ども役、観察・評定者、という３つの視点

からの模擬保育の一連の活動は、自らが保育を行う能動的な学びの場であるだけでなく、

グループで共同して１つの保育をつくりあげ、また、他のグループの保育の観察・評価

するという、共同の学びのプロセスを多く含んでいる。　このような、能動的な共同によ

って実現される学びの具体的内容がどのようなものかを明らかにすることは、模擬保育

以外での学びの方法論の改善についても示唆を与えることができるであろう。

なお、本研究で行った模擬保育と振り返りの具体的方法において、従来の研究でも取

り入れられている次の３点を留意した。まず１点目として、上村（2010 ）で行われている

ように、こども役の中に特徴のあるこども役を ２名設定することである。　このことによ
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つて、実際の保育現場のように予想ができないような状況が再現できると考えられる。２

点目として、保育を観察する際に、複数の観点からの評定項目を備えた評定用紙を利用

すること（池田、2013 ； 高原他、2014 ； 高原他、2016) である。観察者は、単に保育の

感想をもとめられるのではなく、保育スキル等に関する観点から観察を行うことで、保

育を見る視点が明確になるであろう。３点目は、保育後に、グループ討論（笠原・吉川、

2017) や、グループ討論とその内容のプレゼンテーション（高原他、2016) を行うこと

である。　このことにより、個人の気づきや学びをグループで共有することや、さらにグ

ループの学びをクラス全体で共有することが可能となるであろう。

方法

（1）調査対象者

４年生大学の保育士・幼稚園教員養成系の学部に所属する２年生で、保育内容（人間関

係）の指導案作成と模擬保育に関する授業を受講した23 名（男性３名、女性20 名）を

調査対象とした。 23名を、模擬保育を行ってみたい年齢（3、4、5 歳）を基準として、

希望の年齢がおおよそ同じになるように4 名もしくは5 名から構成される５班に分けた。

（2）授業全体の流れ

図囗ま、指導案作成と模擬保育の併せて10 回（1 回90 分）の授業の流れと、授業内容

の概要である。第４回までは指導案の作成、第5 、6 回目は模擬保育の準備、第7 、8 回

は模擬保育の実施、第９回は模擬保育の振り返り、第10 回は振り返りプレゼンテーショ

ンと振り返りレポートの作成に当てられた。以下に、模擬保育の方法と、学生の学びを

明らかにするための分析対象となった振り返りレポートについて詳しく述べる。

（3）模擬保育の方法

模擬保育を５回実施し、各班は、保育者や補助保育者として保育を行う保育担当、子

どもの視点から保育者を観察して年齢段階に応じたふるまいを再現する子ども役担当、

第三者の視点から保育者と子どもの関わりを観察して保育内容を評定する評定担当のす

べての役割を担当した。表１は、各回における模擬保育の対象年齢と各班の役割を示し

たものである。各回で２つの班が子ども役担当となるので、模擬保育における子どもの

数は、8～10名であった。また、同じく２つの班が評定担当となるので、評定者の人数も

8～10 名であった。

１回の模擬保育の流れについては、以下のようであった。まず、保育担当班が、実施す

る保育の対象年齢、ねらい、主な活動を簡単に説明してから模擬保育を始めた。保育時

間は、15分以上で20 分以内に設定された。保育終了後に、評定担当班が約５分間で評定

と感想等の記入を行った後に、その感想等の発表を行う時間をさらに約５分間設けた。

また、それぞれの班の役割の詳細を以下に示す。保育担当班は、１名が保育者となり主要

な保育を担当し、１名が補助保育者となり保育の補助を行った。また、タイムキーパーを

２名設定し、１名は指導案に時間経過を記録し、もう１名は指導案を参照しながら５分刻

みの時間を保育士に知らせた。なお、４名の班の場合は、２つのタイムキーパーの役割を

１名が行った。記録係１名はスマートフォンで保育の様子の撮影を行った。子ども役担当

班は、設定された年齢の子どものふるまい（行動、言葉遣いなど）を再現し、それぞれ

の班の１名（計２名）は特徴のある子どもを考えて演じた。評定担当班は、保育や子ど

もの様子を観察し、保育者、補助保育者、子ども役、それぞれについて、図２に示され
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事前レポート(授業前に各自が作成する)

･クラスイメージレポート:｢自分は○歳児のクラスを担当し今は○月頃である｣という想定のもとに, 人間関係を中心と

した子どもの姿をなるべく多く記述する(模擬保育をやってみたい年齢と時期を設定)

･教材収集レポート:クラスイメージレポートで設定した年齢の発達状況をふまえ，人間関係におけるねらいや内容に

焦点があたるような教材(絵本, 手遊び, 簡単なルールのある遊び, 簡単な作成物を伴う遊び等)を収集する

↓

第1【ii】:領域｢人間関係｣の理解

･これまでの保育内容の授業から学んだことについてのディスカッション

･幼稚園教育要領, 保育所保育指針等における人間関係のねらいと内容の確認

１

第2回:指導案の基本的な考え方と作成方法

･指導案の枠組みと作成にあたっての留意点の確認

･クラスイメージレポートをもとに 同じ年齢を想定した者を基準に5つの班を構成

一各班で, 各自の教材収集レポートをもとに遊びを実際にやってみたり，調べたことについての情報共有

一クラスイメージレポートや教材収集レポートを参考にして15分間の部分実習を想定した個人指導案を作成

↓

第3回, 第4回:個人指導案のチェックと班指導案の作成

１

第5回, 第6回:模擬保育の準備

･指導案に沿った準備物の作成と,子どもへの教示やことぱかけの内容の検討

一班での役割分担の決定と評価の観点の確認

･教材の最終確認と模擬保育のリハーサル

１

第7回, 第8回:模擬保育の実施

･15分間の模擬保育を各班1回ずつ5回実施

保育担当:班指導案をもとに保育を行う

子ども役担当:保育において年齢に応じた子ども役を行う

評定担当:保育を観察し,評定用紙(図2)をもとに評定を行いコメントを書く

１

第9回:模擬保育の振り返り

･各班で, 他班の指導案をチェックしてコメントを作成

一各班で,評定担当班による模擬保育の評定とコメント,他班による指導案へのコメント,記録映像を見て,模擬保育

での自班の良かった点･改善点等についての討論を行い,その内容について5分間のプレゼンテーシΞヨンを準備

１

第10回:振り返りプレゼン･振り返りレポートの作成

一各班が,5 分間の振り返りプレゼンテーションを実施

･各自で3つの観点からの振り返りレポート(保育者となり班で保育を行うことで学んだこと,子ども役を行うことで学ん

だこと,他班の保育や子ども役を観察･評定することで学んだこと)を作成

図1 授業全体の流れと内容の概要

表1 模擬保育の対象年齢と各班の役割

対象年齢　 保育担当　子役担当1

1回目　　　　5歳　　　　1班　　　　2班

2回目　　　　5歳　　　　2班　　　　3班

3回目　　　　5歳　　　　3班　　　　4班

4回目　　　　3歳　　　　4班　　　　5班

5回目　　　　4歳　　　　5班　　　　1班
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模擬 保育 評定用紙 （評点担当

クラ スの 年 齢:（

(保育者　　 班:評定)

班） 学籍番号（

氏　 名（

歳児） 活勤の 概要

がんぱ

ろう

も う す こ

）

できて

いる

よ くで き

て い る

１ 保育 者としての身だしなみが適切である １ ２ ３ ４

２ 笑顔をはじめとした表情 が豊かである １ ２ ３ ４

３ 子どもとのやりとりを楽しんでいる １ ２ ３ ４

４ 声の大きさ一発音･ 速さが適切で聞きやすい １ ２ ３ ４

５ 子どもにわかりやすい言 葉を使用している １ ２ ３ ４

６ 子ども全休に目を配っている １ ２ ３ ４

７ 時間配分が適切である １ ２ ３ ４

Ｂ ねらいを達成できている １ ２ ３ ４

(補助保育者　　 班:評定)
がんぱ もうすこ できて　 よくでき

1木 月‘S　　IXｴ ・irrμニノ　　　　　　　　　　　　　　　 ろつ　 し　　 いる　 ている

１ 保育 者としての身だしなみが適切である １ ２ ３ ４

２ 笑顔をはじめとした表情 が豊かである １ ２ ３ ４

３ 子どもと視絏の位置をあわせている １ ２ ３ ４

４ 援助が必要な子どもに対応できている １ ２ ３ ４

(子ども役　　班: 評定)
がんぱ も う す できて よ くで き

tl 爻　　2 紅.l 十疋ﾉ　　　　　　　　　　　　　　 ろう　 し　　 いる　 ている

１ 年齢相応の言葉 のやりとりが再現できている １ ２ ３ ４

２ 年齢相応の行動 やスピードが再現できている １ ２ ３ ４

３ 年齢相応の仲間関係が再現できている １ ２ ３ ４

４ 特徴のある子どもの様子が再現できている １ ２ ３ ４

図2 評 定用紙

{保育者　　 班lよかったところ, 感想}

〔補助保育者　　 班:よかったところ. 感想 〕

〔子ども役　　 班; よかっ たところ，感想 〕

た評定用紙の評定項目の観点からの評定とコメント記述を行った。また、評定担当班の

うちの１名が司会進行役となり、その回の模擬保育の司会と進行を行った。

(4)振り返りレポート

図 囗こ示された第10 回の授業において、各自が振り返りレポートを作成した。レポー

凵ま、保育者の視点、子ども役からの視点、観察・評定者からの視点、の３つの視点か

ら、すなわち、①保育者として班で保育を行うことで学んだこと、②子ども役を行うこ

とで学んだこと、③他班の保育や子ども役を観察・評定することで学んだこと、につい

て、それぞれ200 字程度での記述を行った。

結果と考察

振り返りレポートに記述された①保育者として班で保育を行ったことからの学び、②

子ども役を行ったことからの学び、③観察者・評定者を行ったことからの学び、それぞ

れの23 名分の記述を内容で区分した結果、それぞれ、63 個、72 個、73 個の記述が抽出

された。これらの記述は、２名の評定者（第１著者と第２著者）によって、内容が類似し

た項目が５事例以上あるものがカテゴリーとして分類された。まず、①については、“共

同・協力することの意義”、“臨機応変な対応の重要性・難しざ 、“指導案通りに進

士ない・案の改善”、“保育者の話し方や声掛け・態度”、“実習や次回の活動にいか

ず 、 イ］班の良かった点・改善点”、の６カテゴリーと、“その他”、に分類された。

②については、“発達状況の理解の重要性と理解をしていないことへの気づぎ 、“子

ども役を演じることの難しざ 、“子どもの視点での保育者理解と改善点の気づぎ 、

“模擬保育の学びにおける子ども役の重要性”、“子どもの視点での子ども理解”、“子

ども役になりきる事ができた 、の６カテゴリーと、“その他”、に分類された。また、
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③については、“保育者の話し方や声掛け・態度”、“他班の良い点々改善点を自分達

の学びに活かす 、“第三者の視点からの気づきや発見”、“安全面の配慮とトラブル

への臨機応変な対応の仕方”、“実習や次回の活動にいかず 、“保育を楽しむことの

大切ざ 、の６カテゴリーと、その他、に分類された。表２には、それぞれのカテゴリ

ーに分類された項目数（括弧内）と、項目例を示している。

表２から、保育者として、子どもとして、評定・観察者として、それぞれ異なった学

びのカテゴリーが抽出されたことがわかる。共通して抽出されたカテゴリーは、保育者

としての学びと、評定・観察者としての学びにおける、“保育者の話し方や声かけ・態

度”と、“実習や次回の活動にいかす の２カテゴリーのみであった。　このことは、模

擬保育において３つの役割を担い、３つの観点や視点から省察を行うことで、異なった種

類の学びが促進されることを示している。

まず、保育者として班で保育を行うことによる学びで一番多く見られたものは、“共

同・協力することの意義”であった。高原他（2016）においても指摘されているように、

班で協力することで様々な視点からの意見がでること、分からない点をメンバー同士で

補えること等の、チームで行うことの意義への気づきが多くみられた。　このことは、主

体的・対話的で深い学びプロセスを反映しているといえるであろう。また、本研究で明

らかになった重要な点け、実際の現場における共同の重要性にも目がむくようになった

ことである。保育者同士の関わりの雰囲気、保育者同士のコミュニケーションや、打ち

合わせ・事前準備の大切さへの気づきにみられるように、現場で千－ムとして保育を行

うという意識が促されることが、班で１つの保育を行うことからの最も重要な学びであ

るといえるだろう。

班で保育を行うことによる学びで、次に多くみられたものは、“臨機応変な対応の重

要性・難しざ と、“指導案通りに進まない・案の改善”であった。坂本(2015) は、

教育実習中に保育者とかって設定保育を行った学生の省察を分析しているが、本研究と

同様に、保育における臨機応変さや、指導案通り、時間通りにならないこと、事前の計

画の重要性に関するものをとりあげている。　このように、実際に保育を行うことによっ

て、様々な予想外のことが起きることやそのことへの対処、また、それに対処できるだ

けの事前準備の重要性への気づきが促されるといえるであろう。

次に、子ども役を行ったことからの学びで、一番多く見られたものは、“発達状況の

理解の重要性と理解をしていないことへの気づぎ や“子ども役を演じることの難しざ

であった。　これは、子ども役として演じる年齢の子どものことばや振る舞いを再現する

にあたって、その年齢の発達状況がどうであったかを考えたときに、自らがそれを把握

していなことや、それを把握しておくことの重要性や難しさに気付いたというものであ

る。また、異なった年齢の子ども役を演じることで、詳細な発達の姿を理解しておくこ

との重要性への気づきも促された。　このような気づきは、保育者や観察者の視点からの

学びの中にはまったくみられなかったものであり、子ども役の視点になってはじめて促

される重要な側面であるといえるであろう。

子ども役を行ったことからの学びで、次いで多く見られたものは、“子どもの視点で

の保育者理解と改善点の気づぎ や“模擬保育における子ども役の重要性”であった。

笠原・吉川（2017）は、保育者に声をかけてもらうのは嬉しかったという子ども役の体

験事例を報告しているが、本研究においても、保育者の自分に向けた行動や援助、言葉
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表2 －1　 班 で 保 育 を 行っ たこと から の 学 び

共 同 一協 力 することの 意 義(13)

･ 今回 の 模 擬保 育 をする にあ たって, 班で 協力 することがとても大 事だ と思い ました｡ 子どもの 姿を考 える 畤, 指導 案 を作 成する 畤｡ 梭 髮

保 育 のりハー サ ルをする 時, 模擬 保育を 実践 する時などの 全ての 時 におい て班 で協 力 することで 様々 な視 点 から意 見 が 出 て，リハー サ

ル で現 実 味 が 増し, 模 擬保 育を スムー ズに 進め ることが できた｡ このことを経 験できたの が 今 回の 模 擬 保 育 での 一番 の 収 穫だったと思う。

一指導 案 から班で 書くことで, 保育 者同 士 の 関 わりも現場 とは 少しもが うと思うけど 雰 囲 気を味 わ えたと思 います 。

･緊 張したり，想 像してい たこととは 違うことが 起こっ たりして｡ 予定してい たことが 頭から 抜けたりする の で, 保 育 者 同士 がもっと打ち 合わ

せやコミュニ ケーションをとっ て, スムー ズ に活 動 が展 開 することが 大切 だと思い ました。

一班で共 同して保 育を行 うことで, 一 人だ けで は恩い つ かな かった 点や, どうしたらいい か 分 からない 点を メンバ ー 同 士で 補えるの で, より

よい 保育 になったの ではない かと 思った 。

･ 今後, 実 習 など で一 人で 保育 を行う際 も自 分一 人 で考えるの で はなく, 本 番 に向 け 友達 や 先 輩 の先 生に 相談 するなどして, 事 前準 備を

しっかりしていきたいと思う｡ また, シミュレーションは 絶対していきたいと思う。

･ 練習を 行った時 に, 班 の 全 員 が意 見を 出し合ったのもよかった｡ 一人 だけ の 考 えでは 気 付けない 部 分 にも気 付くことが でき, 様 々な方 向

から 模擬 保 育 につい て考 えられ たと思う。

臨 機 応 変な 対 応の 重 要 性･ 難しさ(11)

･ 子どもは 活 動 中にこけ てしまったり，友 達とけん かをしたり，予 想外 のことをすることがあるの で, 臨機 応 変に対 応 することが 難しく, そう

いったことも考え て保 育を行な わな けれ ば ならないと学 んだ。

･ 今回 ，保 育 者の 役を 実 際 に模 擬 保 育を行い, 指 導案 通りに はい かないことや 予 想され る孑ど もの 姿を 考えてい ても ，自 分達 が 思ってい

なかったような行 動 や 発言 が 多く見ら れ, 様 々な 状況 にす ぱ やく臨 機 応 変 に対 応 することが 必要 だと思い ました 。

･私 は 今 回 記録 係 で, 外 から指 導 案と比 べなが ら見 てきて, 指導 案 に はない 子どもの 姿など にも対 応 でき てい て｡ 指導 案 からず れても, 臨

機 応 変 に行 動したり声を かけ たりすることの 大 切さや 難しさ( 私だったら何 て 言うかなど 考えて) を感じました。

･ 実際 に 全体 でする前 に5 人でリハ ー サル を何 回もしてみて ，時 間 がうまくいくか, 説 明を わかりやすくできるか などを 確 認してか らやりまし

た が, 子 役が 入ってみると思ってもなか ったトラブル がお こったり，自 分 だけ では対 応しきれな かったりと考えないといけない ことがたくさん

あって大 変でした。

･補 助 保 育 者として, 何 をする べきなの か, 主 保 育者 の 人 の 様 子も見な がら臨機 応 変に対 応 する の は蠶しい で すが, 楽しさも 感じられ まし

た 。

一指導 案を作 成したものを棊 に, 私 が 保 育 者 になって 模擬 保 育 を行うことで, 指 導案 通りに全 てい くわ けでは ないことに気 づい た｡ 活 動内

容 が 盛りだくさんで実 際 の時 間を 超え てしまったの で, 歌 か 手 遊 びをどれ か 一 つにし ぼって折り 紙 の製 作 活 動に 移した方 がいい という点が

反 省 す べきことだと思った 。

･ 保育 者と補 助 保育 者 の 行った保 育に つい て, 班 で共 同して学 んだことは, 指 導案 で書い たように はい かな かったということで す｡ 指導 案

で考 えていた 時 間 配分 の 通りには 保 育 が 進まず, 思い の外 時 間 がか かってしまい 時 間をオ ー バーしてしまったり, 指導 案 の 中で 考え てい

た声 か け やよりよくするた めに 考 えてい たことが 実際して みると忘 れ てしまって出 來ていな かったり，実際 にきちんと保育 をしてみ ないと分

からないような改 善 点 が たくさん 見 つかりました 。

･ 指導 案 の 内容 が 不 十 分 だったり，具 体 的 ではな かった点もあったた め, よく構 成を考 えてから 保育 に 取り組ま なけれ ば ならないと反 省 点

もあった 。

･模 擬 保育 をするにあ たって一 番 大切 なことは子 どもの 姿を 想 像しなが ら作 成することだと思 います｡ この 活動をしたら 子どもはど んな 行

動 をとるの かな ど具 体 的 に思 い浮 か べな がら指 導 案を作 成 することが大 事だと感じました 。

･ 流れとして指 導案 を基 に 活動を 行うなか で, 指導 案 通り上 手くい か なかったり子 どもの様 子 が 予 想と違ってい たりなど, 予想 外 のことも 多

くきちんと指 導 案の 時 点 で具 体 的に 活 動予 想をしておくことが 改 め て大 切だと分かりました 。

保 育 者 の 話し方 や 声 掛 け･ 態度( ７)

一笑顔 ですることや 子ども達 に 分 かりや すい 説 明 ，はっきりと聞こえや す い 声, 一緒 に 楽しみ な がら すること, 周 囲 の 環 境に 気をつけ て安 全

に 行うことがとても 大切 だということが 改 め て分 かりました 。

･ 皆に 共通して言 えることで, 笑 顔 で子どもに 接していた の で, 笑 顔 は 大 事なことだとあらた め て気 づくことが できたO

･ 子どもと関 わ る時 に立つたまま話していると, 威 圧感を 感じる可 能 性 があ るの でその 面 に配 慮 することが できた 。

･ 大人 からの 視 点 ではなく子どもが 転 んでしまった畤 は｡ 早く立ち なさい と厳しい 声をか けるの では なく, 痛 かったね, 泣 か なくてえらい ねな

実 習 や 次 回の 活 動 にい か す(６)

･模 擬 保 育 の最 中のトラブ ルが 発 生した 時 でさえ, 焦ってうまく対 応 できな かっﾌﾟ

もっと焦ってしまうだろうということ が学 べた の で実 習の 際に 生 かしていきたい 。

･ 今回 学 んだことを 生 かして将 來 す ぱらしい 保 育 者になりた い。

･全員が楽しむということができていたのでとてもよかったです。

･保育者の人はずっと笑顔で最後までやりとげたり,色々な行動をする子どもへの対応もしっかりしていて保育士として必要なことができて

いたと恩いました。

･私の班ではルール説明の仕方や安全面の配慮での指摘を受けたので次はそれも考えながら同じことをいわれないようにしていきます。

その他(９)

･他の班からの意見で, 子ども一人ひとりに対応していたとか。目線をあわせて話しができていたとか｡ 様々な良い点をたくさん言ってもら

えたので,模擬保育を終えてできなかったと沈んでいた気持ちがすこし落ち着き自信を持つことができたO

･今回自分のグループでは4人構成で模擬保育を行ったが, 強く思った事は人手がもっとほしいということである｡ 特に保育者の役割が必

要だと感じた｡ 知り合い同士のノリもあったが, それを抜きにしても学生複数にかなり手間取る場面があり，これが本番の子ども相手だっ

たらと考えると,とても手が回りそうにないなと感じた｡現場での人手不足で苦労しているということが, 模擬保育を通じて学べた。

･たった一つの遊びをするにも,たくさんの工夫やたくさんの配慮があって,ただその活動をさせればいいというものではないと身に染みて

わかった。
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表2－2 子ども役を行ったことからの学び

発達状況の理解の重要性と理解をしていないことへの気づき(14)

･子ども役をする上で,子どもの年齢としてどのような行勵がみられるか, どのような発言があるかなど｡改めて子どもの発達についての理

解がまだまだ出來ていないなと思いました。

･子ども役をするにあたって,その年齢に合った子どもの発達をあまり正確に分かっていなかったのでどのようにして子どもを演じればいい

のかが分からず, 子どもの姿をきちんと再現するのが難しかったです。

･子ども役をするということは, 子どもの発達への理解を深めることができるものだなと思った｡1 つ歳が違うだけで｡子どもの姿が大きく変

わってくるので, 年齢差の発達の違いなどをよく考え,学ぶのにとても良いものだと思った。

･子ども役を行うことで, 子どもの姿をしっかり理解していないと子ども役にはなりきれないと学んだ｡ 子どもの姿を知るには, 子どもをよく

観察しなければならない｡ そして, 子どもの発達について理解し,子どもの姿を的確に観察できることで, ひとり一人の子どもに応じた支援

が出来るようになるだろうと考えることができた。

一年齢に応じた行動や発言をするには,まず, その発達段階や子どもの姿を頭にいれておかなければならないし, 指導案や実際に保育を

するときにも子どもの姿を知っておくことは重要なことだと思うので, 実習までに大まかな姿や発達段階はしっかりと頭の中に入れておい

て, 子どもの行動や発言に臨機応変に対応できるようにしたいなと思います。

･子ども役を行うことで, 年齢にあった接し方やしゃべり方ができていたのかという不安がありました｡5 歳ではこれだけしゃべるが,3 歳では

子ども役 を演じることの 難しさ(13)

･ 子ども役を 演じるというのは 実 際 行ってみると簡 単で｢まないということが 分 かった 。

･ 実際 の 子どもがどの ように行 動したり，発 言 するの か子 どもとの 触れ 合い 経験 が 浅く分か らない 部 分 が 多か った 。

一実際 の 子どもをちゃんと見たことがないということもあり, 本 当 の子 どもとの 比較も自 分 の 中 であ まりできま せん でした，

･最 初 だということもあり，恥じらいが 強く, 皆 に見られ ている 緊張 もあって 実際 の 子ども役 になりき れてい なか ったの で, 模 擬保 育を する上

で保 育 者 の 姿 勢だけ ではなく, 子どもを 演じることで 実際 にこんなことをする だろうと想 像してなりきることも大 切だと学ん だ。

･ 子どもってど んな行 動を 取るんだろうって 想像しながらするの がすごく難 しく，自 分 が 小さかった頃 はどん なんだ ったっけと思い 出しながら

子ども役 をしてい ました 。

･ 子ども 役を行ってい る時 バ ○ 歳ってど んなことすん の ？)( どうやってなりきん の ？)というような事を ずっと考 えてい て, 保育 者 よりも子ど

も役 の 方 が 断 然 難しい なと思 いました。

･ 子ども役 をしてみて ，自 分 がもし失 敗してしまったりみ んなと同じように上 手 に活 動できな かった時 にど の ような声 掛 けを先 生 からしても

らづたら 嬉しい の かっていうの がわ かりました。

･ 先生 役 の 人は ，ほ おっておくの ではなくて自 分と同じ立 場 になって 擅 琺 や言 葉 か けをしてくれ たの がすごく崘しくて子どももこうやって支 援

してもらったら睹しい やろなって身 をもって感じることが でき たの がよ かった です 。

一目を見て 話してくれ たり, ちょつとした 反応･ 動きにも保 育 士さん が 気 付い てくれると, 嬉 しいこと が身をもってわ かった。

･ 子役 だと保 育 者 の 良いところ, 直 すべきところ が一 番 近くで 感じられて 良 かったです 。

･ 子ども 役に 立って み て, 分 かることがたくさん あるということが わ かりました｡ ああ ，こんなしゃ べり方をされ ると わかりずらいだろうなという

ことや, ここあ ぷないな など たくさんの 発 見もあり，学 ぶことが たくさんあ りました 。

椣 擬 保 育 の 学び にお ける子ども役 の 重要 性( ９)

・自分 が 子どもになりきる事 で子どもの 行 動を 理 解す ることが できるし, 保 育者 の 子どもへ の 対 応を直 接観 察す ることが できる｡ なの で子 ど

も役 をまじめ にす れ ばする ほど 様 々なことを学 ぶこと ができた 。

･ 初め て子 役らしい 子 役 をや ってみて, 子 役というの は 保 育 する班 が 何を 学 べるか, 何を 経験 できる か が自 分達 に かかってい るのでとても

重要 だと 感じました。

･ 先生と話してい る中 でうまく伝 えられ なくて 困ったり，泣い たりしてしまう子どももいるかもしれな い｡ そ の 子どもを表 現 することで 保育 者 役

は, 聞 き出し方を学 ん だり，対 応方 法を学 んだりすると思う。

･ 特徴 の ある子どもを演じる際 に 少しの 恥じらい が出 てしまった ため に｡ 完 全に 演じることができず, だだをこね ていた の ですが, 恥 ず かしく

なり, すぐ保 育者 さん の 言う通 りにしてしまったの で, 保育 者さんの 特 徴 的 な子どもに 対する 対応 の 仕 方 のレパ ートリーを 減らせ てしまった

なと反省しています 。

･ 子どもだったらどう行 動する の かを考 えながらもすることが できたと思い ました 。

一子役を やりな がら, こうした 方が 良 いの かなとか, 子 どもならこうする の かなと考えな がら行うことができたの で，自 分 の 力 になったし, 友

達 がど のようにしてい るか 見なが ら自 分も動け たの で良か ったと思う。

・自分 で子ども役を 普段 は することが ない の で, 私 が 保 育園 に 通ってい た時 のように 行 おうとして, 気 づい たことがあり, 子 どもはとてもわ

が ままで，自 己 中 心 で動い ていることが わ かった｡ グ ル ープで活 動は するけ れども自 分の 世 界 で動い ている ので, グル ープ活 動など する

時 は, この ようなことに つい て考え て指 導しな けれ ばならないと思った 。

一実際 にあ んなにも恥を 捨てて, 子 ども役 に徹したの は 初め てで, なん となくこんな 子どももいるだろうなと自 分で 感じていた 。

子ども役 になりきる事 ができた(６)

･ 特徴 ある子 役を演じたときに, ジャン ケンで後出 しをするというの をやってみ て, 本当 に 子どもが やりそうだなと思って 自分 でできたの はよ

か ったと思う。

･ 子役 が 一 番や ってい て楽しかったし, 子役 になりきれ て楽しむことが できた 。

･ 私たち は 大 人な ので, すぐに 理 解 できてしまうという場 面も多 かったの では ないか と思ったO

一実際 に 楽しみ ながら笑 顔 ででき たので その 点に つい ては 良か ったと思う。

･ 子ども同 士 の 関 わりや 保 育 者との 関 わりなど 実 際 に見 てみな いと 分からないことは たくさんあるなと思いました｡ なの で, 実習 に 行った際

には このような点にも 目をむけ ながら 保育 に関 わ れ たらいい なと 思い ました 。

一白分 の 知 識と 想 像で子ども役を することは 難しくなりきれ てい ない 所もあったと思うが, 子ど もの目 線で実 際 に 模擬 保 育を受 けることで，
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保 育 者の 話し方 や 声掛 け･ 態度(21)

･他の 班を 見 てい て一 番 気 になった の が, 保 育 者の 話し方 やしぐさでした｡ 良 いところも, 悪い ところもありましたが, 保 育 者 の話 し方 や 雰

囲 気 作りが 子どもの 活 動 に大きな 影 響を与 えるんだと思い ました 。

･子どもの 目 線にあ わ せ て話したり，身 振り手 振りをつけ てみたり，話し方に 抑 揚を付 けている 人を 見ていると真 似したいなあと 感じまし

･他の 班を み てい るとやっぱり笑 顔 で対 応する ，はきはきと喋るなどが 大事 だなと思い ました｡ 保育 者 が 暗 いと子 どもも暗くなってしまうし声

が 小さいとスム ーズ に進 行 できなくなってしまうの で, 詈 段 から話 すときは 細 かい 所ま で意 識して話 せたらいいと感じました 。

･子どもに対してど んな 声 かけをす れ ばい いか や, 安 全 に 配慮 する上 で の声 か けや それを 導 入の 形 で入 れ てみる( 広 がる時 に手 を広げ て

回ってあたらない か 自 分 で確 認する など) ことなど具 体 的な 声か け や 行動 ですごく参 考になる部 分 がありました 。

･他の 班 の 人 の 先 生などの 子どもへ の 関 わり方を見 てすごく子 どもへ の 言 葉 掛け が上 手だなと思い ました｡ 子ども が 発言した事 に対して

否 定的 では なくて, そうだね, それもい いね, など の 子どもの 発 言を 認め てあげ てそこから言 葉の やり取りが 続い てコミュニケーション が取

れ てる 保育 者 さん がい てすごくよ かったです 。

･こんな 言葉 掛け もい いなと思うことが たくさんあり，言 葉 のレパ ートリー が 増え てこれ からたくさん の模 擬 保 育を する にあたってとてもいい

経験 になりました 。

･子どもへ の 言葉 の かけ 方 一 つを見 ても, それぞ れ の 保 育 者で違 い, 保 育者 の 人間 性 が出 ていると感じられ た｡ そ のような 亊 からも, 保 育

者は 普段 の ふ るまい( 言 葉 や 行動, 態度 など) から意 識して気を つける必 要 があると感じ, 学 べた 。

･他の 班 の 模 擬 保 育を見 てい て, すごく話し方 が上 手 い班 もあ れ ば ，自 分と同じように喋りが 学生 向 けにな っている 所もあ った 。

･他の班のやる内容も様々でとても勉強になりました｡ こんな風に他の人の活動を見ていいところは真似して気になったところは指摘しあ

い。お互いに成長できるようにしていきたいです。

一回数を重ねる毎に保育班も子役も緊張や恥じらいがなくなって,より良い保育ができていたと思う｡他の班の。良いところ,惠いところを

ちゃんと見ることができていた証拠だなと感じた。

･他の班を評定することで,改善点などを考えるので,そこででた改善点が自分達の保育の中にもないかなど考えることができたで次の保

育がよりよりものにできるのではないかと思いました。

･どの班の保育もそれぞれ素敵なものだったので，良い所は自分も吸収して今後に活かしていき,改善すべきだなとおもったことは，自分

の保育でも気をつけていかないとなと思った。

･他の班で良い行動や言葉づかいをしているの皃て,こういう行動をとれぱより良くなるなというのを自分の中で改善できたように感じま

･他の班の保育を客観的に見ることで，自分が保育を行う時に取り入れたい点や, 注意しなければいけない点などが見えてきた。

･自分の班には足りなかった所,また観察した班に必要だなと思った所など, 評定することで様々な観点で学ぶことができた｡それは, 梭

擬保育しかり指導案の書き方なども,グループだけでなく個人の見直しもすることができ,とても良い機会になった

･自 分が 保 育 者をしていると 進 めることが精 いっぱい になってしまい, 子 どもの襴 かい 反応 や 行 動を 見 逃してしまったりしたので, 他 の 班

の模 擬保 育を 見ることで, 子どもへ の 対 応に つい てしっかりと考えることができたと感じた 。

一実銭 する凖 だけ が 大 切な の では なく, 第三 者 の 視 点か ら保 育を観 察 することも大切 なの だと気 づくことが 出 来 た 。

･評価 をする 第三 者 の 目で 気づくこともあるの で｡ 気づい たことを自 分 の 保 育 に改 善して取り 込もうと思った 。

一白 分達 が 保 育を 行っている 時 には 気 付 けない 事にも目 がいき, 冷 静 に判 断 することが できた 。

･第三 者 から見る 保育 では ，は やりみ えてい なかったもの を第 三 者で は ，良い 所も悪い 所も 見えてしまうの で, 全 体 的に 見て, きちんと間

遠っている所 はな いかを 確 認することが 大 切 だと思い ました 。

安 全面 の 配 慮とトラプ ル ヘ の 臨機 応 変 な対 応 の 仕方( ９)

･子どもがもめたりトラブ ルを 起こし た時 に, どう対 処したらよ いかを 考えることができた 。

･保育 を行う際 には 子どもの 目 線 になって考 えることが 第 一である が, 安 全面 の 配 慮, 怪 我をした子 の 配 慮など, 何 が あっても対 応できる

ことが 必 要だと凪った。

･安 全 が一 番 大 切 である が, 安 全面 が 欠 けている 班など があり, 危な すぎると思うところなどが あって ，自 分 が 次 するときは 気 をつけ てい

か なけ れば ならない 点だと思いました 。

･裸足 で 活動 を行うことを転 倒などをしたことで怪 我 が 起こらな いようにするという配慮 の 仕 方 は 発想していな かった 部分 なの でとても 勉強

･この授 業での 活動を 通じて の気 づき, 発 見が たくさんあ った ので, ここでの 学 びを実 習 に生 か せるようが んばりたい です。

･自 分の 班 が 子 役をした 時とは また 違う感じの 子役 の 姿を みることが でき, 次 の 模 擬 保育 につ なげようと思 った 。

･子ども役 の 観察 をしてい る時 は, こういう子どもが 実 際にい そうだな，という行動 や 発 言をしている人 がい たの でこれ からは 特 徴 のある子

どもの 参 考として 指 導案 を作る 段階 で考 慮したい です。

保 育を楽しむことの 大 切さ(６)

･一 番は 保 育 者も楽しむことが 大切 であるということを 学べ た ので, これ からも楽しく保育 を行っていきたいなと思い ました 。

･保育 を行う上 で, 笑顔 で保 育 者 自 身も楽しむことは, 本 当に 重要 なことだと思 いました｡ 保育 者 の 箘 がこわ ぱって笑っていな かったら, 子

どもたちも笑 えないし, 保 育者 が 楽しいという気 持ちを 表に 出してい ないと子どもたちも思い 切 ってた のしむ ことが できないなと思い ました 。

･他の 班 の 保 育を 見て, 一 番思った の が, 子役も保 育 班 も含め てみ んな 笑顫 で純 粋 に楽しいん でいるなと感じた｡ それ はとても大 事なこと

だと思う。

なったと思う。

･評定をすることでより保育や子ども役を観察することに集中することが出来ると思った。

･他の班の模擬保育で, 時間配分がうまくできておらず, 最 後ハタハタしたりしていたので,きちんと流れを把鰉しておく大切さが分かった。

･保育者と補助保育者との協力し合っている所を見て,事前準備や打ち合わせをすることは大事なことだと学んだ。
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かけについて、身をもって嬉しさを感じたという報告が多くなされた。それに加えて、

子どもの視点からの保育者の言動や保育環境の改善点への気づきも促された。　このよう

に、子どもの視点や立場から保育者の言動や保育環境を解釈することは、それらの重要

性を再認識することに繋がるであろう。また、子ども役が忠実に再現されることで、保

育する側の学びがより充実したものとなることへの気づきは、模擬保育全体の学びの質

に関わる重要な観点であると考えられる。

最後に、観察者・評定者を行ったことからの学びで、一番多くみられたものは、“保

育者の話し方や声掛け・態度”に関するものであった。　この点け、保育を行うことから

の学びにおいても言及されていたがその数は多くはなく、観察・評定者を行うことによ

る特徴的な学びであるといえるであろう。池田(2013) は、同級生の模擬保育を観察・

評価したときに、子どもへの声掛けや言いまわし等を参考にしたいと思う場面が多くあ

ったという省察を例示している。また、上村（2010）は、ビデオ映像で保育を振り返っ

た際の観点として、保育技術の獲得をあげている。　このように、外側から保育を観察・

評定することで、より具体的な保育の方法や技術の獲得が促されるといえるであろう。

つまり、この評定・観察者としての学びが、具体的な指導場面を想定した保育を構想す

る技術に繋がることが示唆される。

また、“他班の良い点々改善点を自分達の学びに活かす という、保育を直接行うこ

とを通じてはあまり言及されなかった、保育を改善する視点からの気づきも多くみられ

た。　このことから、保育も子ども役もしていない第三者からの視点で、ゆとりをもって

他者の保育を詳細に観察することで、良い点々改善点、さらに、自分達の保育に取り入

れるべき点についても意識が及ぶようになったといえるであろう。“第三者の視点から

の気づきや発見”の学びの例にあるように、保育をしていると進めることに精一杯にな

り子どもの細かい反応や行動を見逃してしまう。第三者からの視点になって初めて多く

の側面に気づくことが出来るという点て、観察者・評定者としての学びは不可欠なもの

であるといえるだろう。

以上のように本研究では、模擬保育とその振り返りの一連の活動における、班で保育

を行うこと、子ども役を行うこと、観察・評定者行うことで、それぞれ質的に異なった

気づきや学びが促されることが明らかになった。　目的部分で述べたコアカリキュラムで

掲げられた学びと照らし合わせると、まず、班で保育を行い他のメンバーと主体的に共

同・協力しながらチームで目的を達成していくことは、主体的・対話的で深い学びプロ

セスを反映していることが予想される。次に、保育を観察・評定をすることで、具体的

な保育の方法や技術の獲得、つまり、具体的な指導場面を想定した保育を構想する技術

に繋がることが示唆される。また、観察・評定は同時に、他班の良い点々改善点を自分

達の学びに活かすという、保育を改善する視点を促す可能性が示された。　さらに、子ど

も役を行うことで、子どもの発達状況を理解しておくことの重要性と自らがそれを理解

していないことへの気づき、加えて、子どもの視点々立場からの保育者の言動や保育環

境の解釈が促された。これらは保育者や観察者の視点からの学びの中にはほとんどみら

れず、子ども役の視点になってはじめて促される重要な側面であることが明らかになっ

た。

今後の課題としては、本研究で明らかになった３つの視点からの学びや気づきの内容

について精査し、模擬保育やその振り返りを通じた全体の学習効果についての評価尺度
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等を作成することが考えられる。模擬保育とその振り返りにおける、能動的な共同によ

る学びの側面について、さらに具体的に明らかにし、さらなる方法論の開発とその効果

の検証が必要であろう。
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